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東海東京フィナンシャル・ホールディングス株式会社 行動計画 

 

当社グループは、“ダイバーシティの推進”を経営戦略の一つと位置づけ、あらゆる社員が活躍できる環境を

構築するため、次のように行動計画を策定いたします。 

  

1. 計画期間  2024年 4月１日～2026年 3月 31日（2025年度末） 

 

2. 目標 

3. 取組内容 

 （１）女性管理職比率 16％達成に向けて  

〔取組時期：2024年 4月～〕 

 グレード 6、グレード 5の社員に対しマネジメント基礎研修を実施し、管理職候補を育成。 

 管理職に対する女性のキャリア形成支援に係る研修の実施。 

 入社後から各会議や研修の中で本人へ意識醸成 

 アンコンシャス・バイアスに対する気づきを得てもらうための取組を実施。一人ひとりの価値観を尊

重する風土を醸成。 

 育児休業からの復職社員向けキャリア研修の継続 

 育児と仕事を両立する社員同士がコミュニケーションを取れる機会の提供 

 外部研修への派遣 

 育児だけでなく資格取得との両立をしながら活躍するロールモデル施策を実施 

 

 （２）男性育児関連休暇取得率 65%達成に向けて 

〔取組時期：2024年 4月～〕 

 年に 2回の自己申告にて配偶者が出産予定と回答した対象者に対し、個別面談を実施。制度説明と育

児休業制度・配偶者出産休暇の取得を促進。 

 男性社員全体への意識醸成施策として、各種リーフレットを作成し社内開示。 

 社長によるお祝いの手紙を対象者の上司宛に送付し、本人へ渡してもらい取得しやすい雰囲気づくり

を実施。 

 将来的に、育児両立サポート手当（仮称）を導入し、休業する社員の仕事をカバーする社員へ付与す

ることを検討。 

（１） 女性管理職比率 16％ 

※当社、主要子会社である東海東京証券および、継続雇用嘱託を雇用している東海東京サービスに

在籍するグレード７以上（管理職層） 

（２）男性育児関連休暇取得率 65% 

（３）計画期間の終了日の属する事業年度における労働者等の法定時間外・法定休日労働時間の平均が 

月 20時間未満 
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（３）計画期間の終了日の属する事業年度における労働者等の法定時間外・法定休日労働時間の平均が月 20

時間未満の達成に向けて〔取組時期：2024年 4月～〕 

 業務効率化の推進等、生産性向上の促進を啓蒙 

 業務効率化に繋がるスキルアップの支援 

 人員配置の工夫 

 

 （４）その他／ワーク・ライフ・バランスを考えた働き方に向けて  

〔取組時期：2024年 4月～〕 

   ・時間制約のある社員を活かす職場マネジメントの好事例紹介の継続 

   ・時間外労働削減やテレワーク制度のさらなる活用による就業環境の充実  

 

以 上 


